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北海道の豊かな自然環境を後世に引き継ぐとともに、基幹産業である農林水

産業や観光産業などをはじめ、本道の産業活動が将来にわたり、持続的に発展

できるよう、循環型社会の実現に向けた取組が必要となっています。

一方、北海道における産業廃棄物は、全国の約１割にあたる年間約４千万ト

ンが排出されており、再生利用率の向上と最終処分量の削減が求められており

ます。

特に、石炭灰やライムケーキなどの本道産業の特徴を反映して排出される無

機系廃棄物については、循環的な利用に関する個別の検討は一部行われてきて

おりますが、さらにその利用促進を図る必要があります。

今般、産業活動で排出される無機性の循環資源について、排出者や再生利用

者、有識者、行政機関などの関係者が一堂に会し、循環的利用に係る課題を協

議し、循環型社会の実現に向けた具体的な取組を一丸となって促進するため、

「北海道循環資源利用促進協議会」を設置することといたしました。

つきましては、今後の北海道における循環型社会の形成推進のために関係の

皆様のご協力と協議会へのご参加をお願い申し上げます。
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